
第３学年 学年懇談会資料 

 

保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に多くのご理解とご協力をいただき感謝しています。今後も、子

供たちにとってよりよい教育活動を考えていきます。質問等ありましたら、遠慮なくお知らせください。 

 

≪学年経営について≫ 

中学年の２年間は子供たちがぐんと成長する時期です。「自分でやりたい」と前向きな気持ちが高まります。子

供たちの思いや願いに寄り添いながら、そのエネルギーをよりよい方向に発揮できる場面を多く設定していきま

す。 

 

チャレンジし 

低学年で苦手だったことや未経験のものにも恐れずに挑戦してほしいと思います。自分で考えて挑戦したことに

は、どのような結果であっても認め、励ましていきます。また、失敗から学ぶことでさらなる成長へつなげてほしいと 

思います。 

 

「できた！」を大事に 

初めての事や苦手なことに挑戦し、「できた！」「分かった！」時の喜びや楽しさを大切にしてほしいです。学ぶこ

とで自分のできることが増える。その充実感を味わいながら学校生活を送ってもらいたいと思います。 

 

学び合おう 

自分の得意なことは、誰かに伝える。自分の苦手なことは、誰かに学ぶ。その学び合いを大事にしていきたいと

思います。また、その学び合いの実現のために互いに認め合える学年・学級経営に努めていきます。 

 

≪3年生の心と体について≫ 

３年生はギャングエイジと呼ばれます。担任や保護者に頼ることが多かった低学年に比べて、友達との関わりが

増えてくることも中学年の特徴です。悪さをしたり反抗的な態度をとったりすることで仲間意識を強める傾向があ

るとも言われています。都合の悪いことは言わないようにもなりがちです。また、心や体が大きく変化してくるので、

悩みや心配事なども増えてくるようです。発達を踏まえながら、頭ごなしに決めつけたり叱ったりせず、まずは子供

の思いを聞き、時には厳しく時には優しく関わっていくことが大切になります。そして、「どうしたいのか。」「そのため

に、どうすればよいのか。」「どんな手助けが必要なのか。」と子供自身が自分で考えて行動する姿勢を支えていき

たいと考えています。 

保護者の皆様と担任一同で、“子供達のよりよい成長”という同じ願いに向かって、力を合わせていきたいと考

えています。お子さんのことで気になることがあった時はそのままにせず、お気軽にお知らせください。一年間どうぞ

よろしくお願いいたします。 

学校教育目標 《 共に学び、明日が楽しみになる学校 》 

○根…根をはる「命を大切にし力を合わせて取り組む子」 

○智…学んでのびる「主体的・対話的に学ぶ子」 

○和…調和する「互いを認め合い思いやる子」 

学年目標      チャレンジし 「できた！」を大事に 学び合おう 



３年生の学習について 

◎生活科がなくなり、社会科、理科、総合的な学習の時間、外国語活動が始ま

ります。 

 

国 語  
①  筋道を立てて話す能力、話の中心に気を付けて聞く能力、進行に沿って話し合う能力を身に付

けるとともに、工夫をしながら話したり聞いたりしようとする態度を育てます。 

②  段落相互の関係などに注意して読んだり、文章を書いたりする能力を身に付けるとともに、工

夫をしながら書こうとする態度を育てます。 

③  ２００字の新しい漢字を学習します。 

  （１年８０字、２年１６０字、４年２０２字、５年１９３字、６年１９１字） 

④  書写で毛筆が始まります。（習字セットをネット注文できる申し込み書を配付しまし

た。） 

⑤  国語辞典を使い、言葉の意味や使い方などを調べます。 

 

社 会  
①主に地域の学習をします。事実や資料をもとに、疑問に思ったことを「学習問題」として設定し、

自分たちで調べたり、そのことについて自分の意見をもったりすることが大切なポイントです。 

②身近なテーマの学習で考え方を身に付け、高学年で学習する日本の産業や歴史学習につなげてい

きます。 

③身近な地域や市の地理的環境、消防や交通など地域の安全のための諸活動、パンジー農家やスー

パーマーケットなど地域の産業と消費の様子について、調査活動や地図帳、各種の具体的資料を

通して必要な情報を調べ、まとめる技能を身に付けます。 

   

算 数  
①  ３桁×２桁のかけ算の筆算を学習します。 

②  わり算では、「わる」という意味を理解し計算します。（あまりのあるわり算も計算します。） 

☆かけ算を素早くできるように練習することが大切です。 

③  いろいろな単位を学習します。（㎞・ｇ・㎏・ｔ） 

☆学習した単位が、日常生活の中で使われていることを見つけたり、気付いたりできると学習

が深まります。 

④  コンパスの学習をします。 

⑤  そろばんの学習をします。 

 

理 科  
① 植物や昆虫のことを観察し、体のつくりや仕組みについて調べます。 

※モンシロチョウやアゲハチョウの成長を観察します。 

※ホウセンカなどを個人の植木鉢に植えます。今まで使っていた植木鉢を 

を持たせてください。持って来る日は、担任から連絡します。 

②  様々な実験を行い、それぞれの性質を発見します。 

（風やゴムのはたらき・光の性質・豆電球・磁石・物と重さ） 

 

音 楽  
① リコーダーの学習が始まります。 

ソプラノリコーダーをご用意ください。 

（学校でも購入することができます。申し込み書をお配りしました。） 

 

 



図画工作 
①  金づちを使った工作があります。 

※身辺材を使っての工作もあります。材料を探すことも学習ですので、教科書の作品を参考に

お子さんと一緒にご用意ください。 

 

体育・保健  
※白い半袖の体操着、黒・紺のハーフパンツ、赤白帽子をご用意下さい。 

※寒い時期の服装として、フードのないトレーナー、長ズボン（運動に適したもの） 

の着用ができます。体育時、フードのある服・チャックのある服・タイツは着用できません。 

 

①  『器械・器具を使っての運動遊び』→『器械運動』、『走・跳の運動遊び』→『走・跳の運動』

というように、低学年の仲よく楽しく運動をする態度から、中学年は、技能を身に付け最後まで

努力して運動をする態度も育てることになります。 

②  保健の学習（毎日の生活と健康）を行います。 

 

特別の教科 道徳 
目標⇒よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、自己を見つめ、物事を多

面的・多角的に考え自己の生き方についての考えを深める学習です。 

「善悪の判断」の学習を例にしますと、３、４年生は、様々な学習や生活を通して、正しいこ

とや正しくないことについての判断力が高まってきます。しかし、正しいことと知りつつもそ

のことをなかなか実行できなかったり、周囲に流されたり、自分の弱さに負けたりしてしまう

こともあります。特に、価値観の多様な社会を主体的に生きる上での基礎を培うために、よい

ことと悪いこととの区別が的確にできるように指導することは、重要であると言われていま

す。 

 

外国語活動  
①  外国語による「聞くこと、話すこと」の言語活動を通して、コミュニケーションを図

る素地となる力を育てることを目指しています。年間３５時間の内容です。ALT が授

業に参加し、支援します。 
 

総合的な学習の時間  
①学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的に取り組む態度を育て、自己

の生き方を考えることができるようにすることを目指します。 

②「町に笑顔を届けよう下小大作戦」「海の向こうは、どんな国(韓国・朝鮮の文化・国際理解)」

を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 ３年生 行事予定 
 

 

 

5 月 
【18 日】運動会（午前中開催） 

【20 日】運動会振替休日 

6 月 【13 日】市内めぐり 

7 月 

【1 日】市制記念日 

【12 日】学級懇談会 

【19 日】給食終了・夏休みを迎える会 

8 月  

9 月 
【2 日】学習を始める会・給食開始 

【29 日】学級懇談会 

10 月 

【11 日】前期終業式 

【15 日】かわさき家庭と地域の日（休み） 

【16 日】後期始業式 

11 月 

【1 日】開校記念日（休み） 

【16 日】学校公開日 

【18 日】学校公開日振替休日 

12 月 【23 日】給食終了・冬休みを迎える会 

1 月 

【8 日】学習を始める会・給食開始 

【17 日】授業参観 

【30 日】個人懇談 

2 月  

3 月 

【3 日】懇談会 

【17 日】給食終了 

【18 日】お別れ式・卒業式 

【25 日】修了式・離退任式 

※行事は変更する場合があります。毎月の学年だよりでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．学校徴収金・教材費について 
①集金する学校諸費      

項目 金額 備考 

教材費 （学年によって） 回によって変わりますので、学年だよりでご確認下さ

い。下記参照。 

PTA会費 300円 

（1か月分） 

家庭数集金 兄弟の下の子のみ 

 

スポーツ振興センター掛金 ４６０円 年 1回、6月の引き落としになります。 

 

徴収回数 徴収する金額 備考 

第１回（５月）  ８,１１０円 新年度の物品購入でお金がかかるため 

第２回（７月）  １,０００円  

第３回（10

月） 

 ５,0００円  

第４回（１月）  １,８００円 予備徴収月。足りない場合のみ徴収。 

年間合計 １５,９１０円 年度末に返金を行う。 

 

②引き落とし日 

◎前年度に引き続き、引き落とし月は 3か月に 1回になります。 

●引き落とし日の回数 年４回（再振４回）計８回 

☆１回目に引き落とせなかった場合は、後日お子さんを通して連絡し、２回目の引き落としがあり

ます。２回目にも口座の残高不足により引き落とせなかった場合には、保護者の方に学校まで現

金を持ってきていただくことになっています。その際おつりのないようお持ち下さい。 

☆ １円でも不足があると引き落としができません。１回目の引き落としで引き落としができるよう

残高のご確認をよろしくお願いします。 

 

《引き落とし予定日》 

※毎回２回ありますが、1回目での引き落としができるようご協力をお願いします。 

☆月末に発行される学年便りで、金額・引き落とし日を確認下さい。 

 

 

３，その他 

・物価の高騰などによって、金額が上下する場合があります。 

・第３回までに徴収した金額で足りない場合には、第４回で徴収します。 

・教材費が余った場合には、年度末に登録口座に返金します。 

 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回（予備徴収） 

引落日 ５/７ ７/５ １０/７ １/６ 

再振 ５/１５ ７/１６ １０／１５ １/１５ 



・割り切れない端数が出た場合は、子ども福祉委員会が行っている活動（ユニセフ募金）に募金し

ます。 

・くわしくは、学年便りや会計報告用紙をご覧ください。 

 


